
北海道おといねっぷ美術工芸高等学校長

伊 藤 良 平

夏は太陽のエネルギーをたくさん浴びながら、暑くて自分に負けそうになりますが、自分らしく取り組むことが大切ではないでしょうか。

音威子府村の夏はとても暑く、短いです。学校から見える音威富士は、緑一色に染まり、樹

木が整然と並び、美しい景色となっています。山の中の一本一本の木は種類が違い、大きさ、

形、色も様々です。やがて、それぞれの木は私たちの生活に必要な大事な資源となります。

また、本校の生徒116名は、全員が寮での生活等を通して、基本的な生活習慣を身につけてい

ます。一人一人の生徒は将来の夢も違い、それぞれの進路も様々です。いつか、将来の日本を

支え、社会に貢献する人となります。

確かに、何事も生活や社会に役に立つことは大切なことです。音威富士の景観や高校生の集

団行動は、姿は違いますが、見る人を心地よい気持ちにさせてくれます。音威富士は山菜の恵

みとともに、村の人の心をいやしてくれます。本校生徒の規律ある行動は、学校のエネルギー

となるとともに、村を元気にさせてくれます。しかし、木も人もそれぞれの成長に違いがある

にもかかわらず、世の中は「役に立つ」「役に立たない」等の結果だけを早く求める傾向があり

ます。

先日、「理科の教科書が変わる」というニュースがありました。日本の科学者（チームリーダー 森田浩介 氏）が発見した113番目の元素を「Ｎｈ

ニホニウム」と名付けました。驚いたことに森田氏はインタビューの中で、現時点でこの発見は「日常生活で役に立たない」と言っていました。同

様に以前、素粒子の分野でノーベル賞を受賞した小柴氏、梶田氏も当時の発見について、「今すぐには役に立たない」と明言しました。

「役に立たない」ことを発見したにもかかわらず、称賛されるた理由は、世界で初めて発見したことであり、私たちに夢や感動を与えてくれたこと

にあります。森田氏は９年間、自分を信じて、あきらめずに繰り返し実験を行ったそうです。大学の先生が子どものように微笑みを浮かべ、一見変わ

った人に見えるかもしれませんが、テレビで見ていた私たちを幸せな気持ちにさせてくれました。このことにより科学に興味を持つ子どもたちが増え

るに違いありません。

「役に立たない」ことにも、大きな意味を持つことが世の中にはあると思います。 夢を追いかける人を「変人」と呼ぶなら、子どもの頃はみんな

「変人」です。若者は、夢をあきらめた「普通の人」ではなく、どんなときでも自分に負けない「変人」であるべきです。多様な116人の生徒がいれ

ば、116通りの夢があります。

一本の木が成長し、家具などの材料になるには長い年月がかかるように、将来に向けて時間をかけて準備しておくことが大切です。

本校で美術工芸を学ぶ生徒たちは、真夏の太陽のように、「どんなときも自分らしく」輝いてほしいです。

音威富士（７月７日撮影）

６ 月 １ １ 日 ・ １ ２ 日 、 函 館 で 行 わ れ た 第 ６ ６ 回 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 大 会 に 伊 藤 校 長 先 生 と

共 に 参 加 さ せ て い た だ き ま し た 。

前 日 朝 、 ９ 時 過 ぎ に 音 威 子 府 村 の 隣 町 の 美 深 駅 を 出 発 し 、 ず っ と 汽 車 に ゆ ら れ 函 館

の ホ テ ル に 到 着 し た の が 午 後 ４ 時 半 、 函 館 に 行 く ま で に 疲 れ て し ま っ た の と あ ら た め

て 北 海 道 の 広 さ を 実 感 し ま し た 。

初 日 は 北 海 道 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 大 会 が 行 わ れ 、 大 会 後 の 講 演 で は 、 函 館 市 出 身 の 講 談 師

田 辺 鶴 瑛 （ 女 性 ） さ ん に よ る 、 自 ら 経 験 し た ３ 回 の 介 護 を 「 介 護 講 談 」 と し 、「 い や

い や 介 護 を し な が ら 辛 い 思 い を 抱 え 込 ん で い る 人 々 に 肩 の 力 を 抜 い て も っ と 楽 に か ま

え て 介 護 し ま し ょ う よ ！ 」 と 言 う メ ッ セ ー ジ を 、 講 談 独 特 の テ ン ポ に の せ て 面 白 く お

か し く 語 っ て い た だ き ま し た 。 冗 談 の 様 に 語 っ て い る 中 に 、 実 は 本 質 を 付 い て い る 事

が 多 々 あ り 、 非 常 に 共 感 し な が ら 楽 し く 聞 か せ て も ら い ま し た 。

二 日 目 は 、 ４ ０ の 分 科 会 に 分 か れ て そ れ ぞ れ 学 校 代 表 と し て 意 見 交 換 を 行 う 場 で し

た 。 私 は 「 進 路 実 現 に 向 け て Ｐ Ｔ Ａ と し て 何 が で き る か ？ 」 と 言 う 分 科 会 に 参 加 さ せ

て い た だ き ま し た 。 そ れ ぞ れ の 高 校 で の 大 学 進 学 へ の 手 助 け と し て Ｐ Ｔ Ａ が 行 っ て い

る 事 に つ い て の 報 告 等 を 最 初 は 行 っ て い ま し た が 、 大 学 入 学 が 子 供 た ち の 最 終 目 標 で

は な く そ の 先 の 子 供 た ち の 将 来 像 に つ い て の 話 が 出 て き て か ら は 、 参 加 者 各 々 の 子 供

に 対 す る 考 え 方 や 学 校 で の 子 供 た ち の 将 来 の 職 業 へ の 選 択 幅 を 広 げ る た め の 卒 業 生 の

後 援 会 な ど の 話 も 出 て き て 活 発 な

意 見 が 出 て き ま し た 。 私 は 音 威 子

府 高 校 が 美 術 と 工 芸 を 行 う 事 を 目

的 と し て 全 国 か ら 学 生 が 集 ま る 特

殊 な 高 校 で あ る 背 景 の 中 で 、 自 然

の 中 で 美 術 、 工 芸 に 励 む 子 供 た ち

の 姿 と 、 ３ 年 間 の 寮 生 活 を 送 る 中

で の 子 供 た ち の 大 人 へ の 成 長 の 素

晴 ら し さ を 話 さ せ て い た だ き ま し

た 。 音 威 子 府 高 校 の 素 晴 ら し さ を

少 し は 伝 え ら れ た と 思 っ て い ま す 。

と て も 有 意 義 な 分 科 会 と な っ た 事

と 思 い ま す 。

最 後 に ３ 日 間 お 世 話 に な っ た 伊

藤 校 長 先 生 に こ の 場 を お 借 り し て

お 礼 申 し 上 げ ま す と と も に 、 こ の

様 な 機 会 を い た だ い た 事 に 深 く 感

謝 い た し ま す 。 Ｐ Ｔ Ａ の 残 り の 期

間 も 頑 張 っ て い く 事 を 決 意 い た し

ま し て 、 今 回 の 報 告 と さ せ て い た

だ き ま す 。

第 ６ ６ 回 北 海 道 高 等 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 大 会 （ 函 館 大 会 ）

主 催 ： 北 海 道 高 等 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

共 催 ： 一 般 社 団 法 人 全 国 高 等 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

日 時 ： 平 成 ２ ８ 年 ６ 月 １ １ 日 （ 土 ）・ １ ２ 日 （ 日 ）

会 場 ： 函 館 国 際 ホ テ ル 、 遺 愛 女 子 高 等 学 校 、 市 立 函 館 高 等 学 校

北海道おといねっぷ美術工芸高等学校ＰＴＡ会長

志 村 正 美

行 事 予 定

８月

１６日（火）帰寮日

２０日（土）～２１日（日）４町村合同広域連携事業

場所：札幌駅前通地下広場

（チ・カ・ホ：北３条交差点広場〔西〕）

２３日（火）漢字検定

２４日（水）～２６日（金） 高文連支部大会（名寄）

９月

１ 日（ 木） ～ ５日 （月 ）前 期 期末 考査

８ 日（ 木） 寮 避難 訓練

１０ 日（ 土） １ 学年 寮生 レク リ エー ショ ン

駿 台ベ ネッ セマ ー ク模 試（ ３年 ）

１４ 日（ 水）～ １６ 日（ 金）デ ザイ ンス クー ル（ ２年）

２１ 日（ 水） 職 業ガ イダ ンス （ １・ ２年 生）

２３ 日（ 金） 生 徒会 役員 選挙

２６ 日（ 月） 強 歩記 録会

２ ７ 日 （ 火 ） ～ １ ０ 月 ８ 日 （ 土 ） 国 際 理 解 教 育 派 遣

３０ 日（ 金） 帰 省日

１０月

１０ 日（ 月） 帰 寮日

１ 年 宿 泊 研 修 村 民 運 動 会



【 編 集 後 記 】

木 の 手 づ く り 展 （ 旭 川 ） は 、 旭 川 駅 前 の デ ザ イ ン ギ ャ ラ リ ー

で の 展 示 は ２ 年 目 に な り ま す が 、 ２ ９ １ 名 の 来 場 者 が 来 ら れ ま し

た 。 展 示 に お い て 、 お 手 伝 い に 来 て い た だ い た 保 護 者 の 皆 様 方 に

感 謝 致 し ま す 。

イ ン タ ー ン シ ッ プ

千 見 寺 商 店
イ ン タ ー ン シ ッ プ

天 塩 川 温 泉

イ ン タ ー ン シ ッ プ

音 威 子 府 郵 便 局

イ ン タ ー ン シ ッ プ

音威子府村幼児センター

木 の 手 づ く り 展

（ 旭 川 ）

植 樹 祭

森 林 探 訪

学校間連携事業

（交通安全キーホルダー配布）

新 入 寮 生 歓 迎 会 交 通 安 全 ・ 薬 物 乱 用 防 止

・ 防 犯 講 座

匠 号 バ ス ツ ア ー 寮 レ ク （ ２ 年 ）

４ 年 前 、 ２ ５ 年 ぶ り に ロ ー ド バ イ ク （ 自 転 車 ） を 購 入 。 理 由 は 単 純 。 新 し い 自

転 車 で な ら 音 威 子 府 か ら 自 宅 の あ る 網 走 ま で ２ ５ ０ ㎞ を 走 破 で き る と 思 っ て い た 。

夏 休 み の あ る 日 、 朝 ５ 時 に 音 威 子 府 を 出 発 し 、 休 憩 を 数 回 と り ペ ダ ル を １ ０ 時 間

回 し 、 夕 方 ６ 時 に 自 宅 に 到 着 。 と て つ も な く 疲 れ 、 夕 食 後 に は 歩 く こ と さ え ま ま

な ら ず 、 す ぐ に 床 に 倒 れ 込 ん だ 。 当 然 ト レ ー ニ ン グ 不 足 を 反 省 し た 。

翌 年 の 夏 休 み に は 、 前 年 の 一 日 ２ ５ ０ ㎞ を 上 回 る 一 日 ３ ２ ０ ㎞ を 目 標 に し 、 音

威 子 府 ～ 赤 井 川 間 を 走 破 す る 計 画 を 立 て 、 ト レ ー ニ ン グ を 積 ん だ 。 結 果 的 に １ ０

０ ㎞ ご と に ２ 回 の 休 憩 と 、 そ の 後 ３ 回 の 休 憩 を と り 、 １ ２ 時 間 ペ ダ ル を 回 し 、 無

事 に 走 破 。 そ の 日 は 思 っ た 以 上 に 元 気 に 過 ご す こ と が で き た が 、 疲 労 は 数 日 後 に

突 然 襲 い 掛 か っ て き た 。 そ の 時 に 思 っ た こ と 。 も っ と き ち ん と ト レ ー ニ ン グ を 積

ん で、数 年 後 に も う 一 度 同 じ 挑 戦 を し よ う と い う こ と。そ し て 一 昨 年 、昨 年 と、「 一

人 ツ ー ル ・ ド ・ 北 海 道 」 と 銘 打 っ て 、 数 日 を か け て 道 内 の あ ち ら こ ち ら を ５ ０ ０

～ ７ ０ ０ ㎞ 走 破 し て き た 。 今 年 は そ の 「 一 人 ツ ー ル ・ ド ・ 北 海 道 」 に 向 け て 、 例

年 以 上 に 自 転 車 の ト レ ー ニ ン グ に 取 り 組 ん で き た が 、 二 度 目 の 一 日 ３ ２ ０ ㎞ へ の

挑 戦 を 今 年 に す る べ き か 来 年 に す る べ き か 、 そ の 決 断 は 限 ら れ た 時 間 の 中 で 、 挑

戦 に 際 し て の 健 康 と 安 全 に 対 す る 自 信 が も て る ま で の ト レ ー ニ ン グ が で き る か 否

か に か か っ て い る 。 勿 論 挑 戦 す る か ら に は 前 回 の 記 録 を 上 回 る こ と を 目 標 に し た

い 。 そ の 為 に 努 力 を 積 み 重 ね た い 。 そ の 為 に は 諦 め た り 、 切 り 捨 て た り し な け れ

ば な ら な い こ と 、 逆 に 無 理 を し て で も 取 り 組 ま な く て は な ら な い こ と が い く つ も

あ る 。 目 標 に 突 き 進 む と い う こ と は そ う い う こ と 。 挑 戦 と は そ う い う も の 。

生徒指導部長 棚 橋 栄 治

４月、１年生の英語の授業では最初「中学校のおさらい」を実施し、中学の学習事項の定着度を見ます。

これは中学校での学習内容がどのくらい身についているかを知るために行っています。

何かを学ぶ際に、「基礎・基本」は大切です。これは間違いありません。「基礎」とは建築用語で、辞書

を引くと「建築物の重量を支え，安定させるために設ける建物の最下部の構造。地形（じぎよう）・礎石

・土台など」と書いてあります。

建物を築く際、基礎は絶対に欠かす事が出来ません。基礎のないところに何を載せても、すぐに崩れて

しまいます。造ろうとする建築物が大きいほど、基礎も大きくてしっかりさせなければなりません。どん

なに壮麗な建物も、しっかりした基礎がなければ長くは持たないでしょう。

勉強もまた然りです。基礎・基本と言われることを疎かにすると、その上に何を積み上げてもすぐに

崩れてしまいます。学びたいことが大きいほど、深いほど、基礎も、広く、強固でなければならないで

しょう。

「基礎的・基本的なこと＝簡単、応用・発展＝難しい」と思いがちですが、これは間違いです。基礎・

基本が身に着くまでには、長い時間が必要であったり、辛抱強く練習を繰り替えさなければならないこと

も多々あります。

また、教える側の自分自身も、生徒がつまずいている時に、その子は何が見に付いていないのか、つま

り基礎のどこが欠けているのかを見極め、適切に補強するためのサポートを求められます。これもまた容

易ではないと日々感じています。

生徒の皆さんには、楽しい夏休みを過ごす中にもぜひ、４月から学んだことをふり返り、基礎・基本を

固める時間も作ってほしいと思います。

教務部長 吉 田 香 織

今 年 も 三 者 面 談 の 季 節 が や っ て き ま し た 。 ３ 年 生 は 既 に 入 試 の エ ン

ト リ ー が 始 ま っ て お り 、 求 人 票 も 公 開 と な っ て 、 毎 日 何 か し ら の 「 進

路 イ ベ ン ト 」 が あ る 期 間 に 突 入 し ま し た 。 提 出 書 類 も 、 誤 字 脱 字 が な

い か 、 返 信 封 筒 の マ ナ ー は 守 れ て い る か 、 書 類 全 て が キ レ イ な 状 態 で

揃 っ て い る か な ど 、 外 面 的 要 素 に 加 え て 、 中 身 は し っ か り 書 け て い る

か 、 た く さ ん 考 え ら れ た 末 の 言 葉 か ・ ・ ・ と 、 チ ェ ッ ク す る 箇 所 は い

く ら で も 見 つ か り ま す 。 細 か い 訂 正 や 微 調 整 を 繰 り 返 し な が ら 、 慎 重

に 確 認 を 進 め て い き ま す 。

こ こ で １ ・ ２ 年 生 の 皆 さ ん に 考 え て 欲 し い 事 は 、 日 頃 ど れ だ け 物 事

に 対 し て 、 興 味 を 持 っ て 、 丁 寧 に 、 真 摯 に 、 か つ 考 え て 「 き ち ん と や

る 」 事 を 怠 ら ず や っ て い る か と い う 事 。

焦 っ て 外 面 を 整 え て も 、 中 身 の な い も の は す ぐ に 見 抜 か れ て し ま い ま

す 。 逆 に 中 身 が 満 点 で も 、 ち ょ っ と し た 失 敗 や 詰 め の 甘 さ で 勝 手 に 印

象 を 決 め つ け ら れ て し ま う も の で す 。

こ の 「 き ち ん と 」 は や は り 習 慣 で 、 日 頃 か ら 全 て を 中 途 半 端 に 、 何

と な く な い が し ろ に し て い る と 肝 心 な 時 に も 悪 い 癖 が 出 て 、 最 終 的 に

は 「 き ち ん と 」 や れ な い 事 が 「 一 所 懸 命 が ん ば る 」 事 の 足 を 引 っ 張 り

ま す 。 そ う 考 え る と 、 普 段 の 生 活 か ら も ま だ ま だ 気 を 付 け る べ き 点 は

あ り そ う で す 。夏 休 み 明 け 、気 を 引 き 締 め て よ り 一 層 頑 張 り ま し ょ う ！

進路指導部長 碇 矢 真 由


